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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
①組織、今まで4回の報告会で得られてきましたが、その②ハイライト、③その後どのような方向へと進んでいるのか、③今回の報告との違いなども含めご紹介したいと思います。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　これは長澤学部長をヘッドとする農学部プロジェクトのコンセプト
　専攻や各附属施設を串刺しにしたグループを作り、現場に役立つ研究支援を行います。
　　短期と長期に分け、大学でないとできない研究を行なっていきます。
　被災した農林水産業支援ですが、東京大学内他の部局との積極的な連携も模索中です。

（田野井は農学部兼務ですが所属は生物生産工学センターです。）
（Ge半導体検出器ですが、壊れていた1台の修理が終わり、近々戻ってきます。現在、1台で測定をしていますが、2台の検出器が揃うと測定はもっと順調になると思います。）
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
伊達市：	①　イネの生育と放射能　60水田
　　　　 	②　環境動態（生態系も含む）
飯館村：　	①　イノシシ　　　　　　　　
（村からの要請） 　	②　水田除染、土壌中の放射能動態
南相馬市：　ブタの子孫チェック
白河市：　	ヒツジ　
鮫川村：　果樹、野菜（ジャガイモ、キャベツ他）
福島市：　  果樹　モモ　（果樹試験所）
郡山市：　 福島県農業総合センター
笠間市：　 ヤギの放牧、循環系農業
  野生生物調査
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
※第4次航空機モニタリング（平成23年12月16日公表）及び第9次航空機モニタリング（平成27年2月13日公表）の結果を基に内閣府原子力被災者生活支援チームが作成。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
（備考・東日本大震災による福島県全体からの避難者数は、福島県「平成23年東北地方太平洋沖地震による被害状況即報」（第1450報：平成27年6月11日）による。
・避難指示区域からの避難者数は、市町村から聞き取った情報（平成26年10月1日時点の住民登録数）を基に原子力被災者生活支援チームが集計。
　※区域外及び旧避難指示区域の人数は、住民登録数であり避難者数ではない。
・旧避難指示区域・旧緊急時避難準備区域からの避難者数は、各市町村から聞き取った情報（平成27年5月15日）を基に原子力被災者生活支援チームが集計。
解除日 ： 田村市（平成26年4月1日）  川内村（平成26年10月1日）
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
（備考・東日本大震災による福島県全体からの避難者数は、福島県「平成23年東北地方太平洋沖地震による被害状況即報」（第1450報：平成27年6月11日）による。
・避難指示区域からの避難者数は、市町村から聞き取った情報（平成26年10月1日時点の住民登録数）を基に原子力被災者生活支援チームが集計。
　※区域外及び旧避難指示区域の人数は、住民登録数であり避難者数ではない。
・旧避難指示区域・旧緊急時避難準備区域からの避難者数は、各市町村から聞き取った情報（平成27年5月15日）を基に原子力被災者生活支援チームが集計。
解除日 ： 田村市（平成26年4月1日）  川内村（平成26年10月1日）
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
左：マダラ
右：カライワシ
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
原発事故による大規模な農業被害という我が国が未だ経験したことのない大災害に対して、残念ながら既存の放射線教育はめぼしい教材すら提供し得ていない。新たなカリキュラムの整備と学生教育を通じた人材輩出、加えて、この方面での社会人教育に対する被災地の高いニーズに答えることは、高等教育の大きな責務である。

従来の放射線教育は放射線や原子力の医学的・工学的利用に主眼が置かれてきたが、昨年３月の福島原発事故により放射物質が広範に降下して以来、環境中の放射性物質の動態と食の安全との関わりをテーマとする新たな放射線教育の樹立が強く求められている。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
私共の活動ですが、この度、英語の本としてSpringerから出版されることとなりました。
　中身のダウンロードは全て無料です。勿論ご購入いただいても
得られた成果は、今まで日本語の論文や総説などで発表してまいりましたのでその英語版を出版しました。17章に渡り、色々な分野でのオリジナルなデータが詰まっております。
　この水色の分野についてこの後、お話をいただくわけでございます。
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